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　 1　 序

　タ イ ル と下地モ ル タ ル を裏足栓で接合す

る こ と に よ り、 タ イ ル と下地の 間に生 じる

応力と歪を低減 させ て 、 タ イ ル の 剿離を防

止す る方法 に つ い て解析を行V丶 そ の有用

性 を調べ た 。

　 2　 裏足栓接合

　図 1 は 裏足栓 の 形状 の 1例 で あ る。裏足

栓 を タ イ ル 裏足 に 挿入 し 、 タイ ル の 裏面か

ら 出た裏足栓 の 部分が 下地 モ ル タル の 中 に

埋 ま っ て ア ン カーとな り、 タイ ル と下地 モ

ル タル を接合す る。図 2 は コ ン クリ
ー

ト壁

体 に 裏足栓を用 い て タ イ ル を張り付け た も

の で あ る 。 裏足栓 は 廷性を有す るゴ ム の よ

うな 材料 を用 い る 。

　 3　解析方法

　裏足栓 に 引張歪が生 じると、 0．職、 0．2ま

た は 0．4kgf／cm2の 引張応力度が作用する場

合 と、 裏足栓 を用 い ない場合を想定し て解

析 した 。 娶足栓以外 の 材料 の 物性値は そ の

1 の 表 1の 値 と した 。 図 2 の タ イ ル の 中心

および目地 モ ル タル の 中心 を 通 る 2 つ の水

平面 で 切断 し た 網掛け を し た 部分 を対象と

し、き れ つ が 発生す る 前 に 乾燥収縮 で 生 じ

る応力と変形を線形弾性の 2 次元問題 とし

て 、 開口変位 や結合力を扱え る境界要素法

（その 1の文献 2 ）で数値計算 した。 上下

の 切断面の境界条件 と して 、 コ ン ク リー ト
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図 3　 接合 面 の 面 に 垂直 な 方向 の 垂直応力度

壁体が拘束 さ れず に 収縮し た場合の 縮み 量 の半分の縮み 量を変位 と して 与 えた。

　 4　解析結果

　 タイ ル 裏面 と下地 モ ル タ ル の 接合面 、 お よ び下地 モ ル タ ル と コ ン ク リート壁体 の 接合面 に 生 じ る面 に 垂 直 な

方向の垂直応力度を図 3 に 、 同 じく面 に 平行 な 方向の せ ん 断応力度 を 図 4 に、目地 モ ル タ ル と タ イ ル お よ び下
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地 モ ル タ ル との 接合面 に 生 じる面

に 垂直 な 方向の 垂直応力度 を 図 5

に 、 同 じ く面 に 平行 な 方向の せ ん

断応力度 を図 6 に 示す。変形を図

7 に示す 。

　 5　 考察 と結論

　図 8 と 図 4 の よ うに 、 裏足栓 で

接合す る と タ イ ル裏面と下地モ ル

タ ル の 接合面だけで な く、 下地 モ

ル タ ル と コ ン ク リート壁体 の 接合

面 に お い て も、 裏足栓 を用 い ない

場合 に 比 べ て 発生す る応力度は低

減 され て い る 。 従 っ て 裏足栓に よ

る接合 は 、 タ d．ル 剥離防 止 に 有用

な 方法 で ある。 なお 目地 モ ル タ ル

に 生 じ る応 力度 は 図 5 と 図 6 の よ

うに 大 きな 差 は 見 られ な い 。

　 図 7 の よ う に、タ イ ル は 他 の 部

分 に 比べ て 相対的 に 伸び るの を 、

目地 モ ル タ ル に よ り圧縮 され て 中

央部が凸に な る よ うな変形を生 じ

る。その 変形は 、 裏足栓 に 生 じる

引張応力度 の 大 き さ に よ っ て 影響

され て い る の で 、 裏足栓 に 適す る

材料 の 物性 があ るもの と考 え られ

る。
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図 6　目地 モ ル タ ル の 接合面 の 面 に 平行 な 方向 の せ ん 断応力度
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